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シ
ー
ル
ズ
・
若
者
も
・
マ
マ
の
会
も
・
学
者
の
会

も
。
主
権
者
は
私
た
ち
。
政
治
を
変
え
る
と
立
ち

上
が
っ
た
野
党
４
党
と
市
民
連
合 

『
勝
っ
た
気
が
し
な
い
と
』 

安
倍
首
相 

参
院
選
は
戦
後
初
め
て
、
野
党
と
市
民
が

全
国
的
規
模
で
選
挙
協
力
を
行
う
歴
史
的
選

挙
で
し
た
。「
戦
争
法
廃
止
・
立
憲
主
義
を
と

り
戻
す
」
と
い
う
大
義
で
野
党
と
市
民
が
力

を
合
わ
せ
32
の
１
人
区
全
て
で
野
党
は
共

闘
し
11
人
が
勝
利
し
ま
し
た
。
自
民
党
に
と

っ
て
「
勝
っ
た
気
が
し
な
い
」
と
言
う
ほ
ど

の
大
シ
ョ
ッ
ク
。
一
連
の
暴
走
は
焦
り
の
表

れ
な
の
で
し
ょ
う
か
。 

昨年９月 10 日、水没したカスミ取手店(青柳)の駐車場 

上野たかし 

加増みつ子､遠山ちえ子 
関戸  勇 ､小池えつ子 

 

自
民
・
公
明
政
権
が
戦
争
法
（
安
保
法
制
）
を
強
行
し
た
昨
年
の
９
月
19
日

か
ら
１
年
が
た
ち
ま
す
。 

安
倍
政
権
は
７
月
の
参
院
選
で
は
争
点
を
隠
し
て
き
た
諸
問
題
を
、
次
々
と

具
体
化
し
始
め
て
い
ま
す
。
憲
法
改
正
、
南
ス
ー
ダ
ン
へ
の
自
衛
隊
派
遣
、「
共

謀
罪
」
を
秋
の
臨
時
国
会
で
提
出
な
ど
な
ど
・
・
・
・
。
参
院
選
後
の
安
倍
政

権
の
暴
走
は
目
に
余
り
ま
す
。
何
が
そ
う
さ
せ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

衆
院
小
選
挙
区  

野
党
共
闘
す
れ
ば
議
席
倍
増 

マ
ス
コ
ミ
試
算 

い
ま
「
衆
院
選
で
も
野
党
は
共
闘
」
の
声

が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
共
産
党
も
同
じ
思
い

で
す
。 

「
４
野
党
共
闘
な
ら
議
席
２
倍
に
」（
東
京

新
聞
４
日
付
け
）
が
次
期
衆
議
院
選
小
選
挙

区
で
の
試
算
結
果
を
発
表
。「
小
選
挙
区
２
９

５
で
野
党
が
１
本
化
す
れ
ば
野
党
４
党
の
議

席
は
前
回
の
43
議
席
か
ら
２
・
１
倍
の
91
議

席
に
」
と
言
う
も
の
で
す
。
市
民
と
野
党
が

共
闘
す
れ
ば
「
政
治
は
変
え
ら
れ
る
」・
・
・
・
。

多
く
の
国
民
の
希
望
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。 

 緊急事態条項  

緊急事態宣言を

発することで首相

と内閣が権力を集

中し、国の命令で国

民を従わせる独裁

政治への道です。戦

前の日本・ドイツで

「国家緊急権」が猛

威を振るい、国民を

黙らせ戦争へ突き

進みました。 

 共謀罪  

自民党が過去３回国

会に提出しながら国民

の批判で廃案となった

共謀罪。名前を「テロ等

組織犯罪準備罪」と変

え、秋の臨時国会に提出

の構え。 

テロを口実に犯罪が

なくても共謀したと処

罰。市民監視を強めるも

のです。 

 

青
柳
・
井
野
地
域
一
帯
の
浸
水
・
冠
水

被
害
の
解
消
に
、
長
町
排
水
樋
管
の
排
水

能
力
拡
充
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
９
月

議
会
冒
頭
（
１
日
）
当
初
予
算
に
含
ま
れ

る
排
水
ポ
ン
プ
車
購
入
の
為
の
契
約
（
４

千
６
百
万
円
余
）
に
つ
い
て
の
議
案
が
議

決
さ
れ
ま
し
た
。 

 市
の
ミ
ス
（
30
㌧
が
15
㌧
に
）
を 

 

市
長
『
小
さ
い
ま
ち
が
い
』
と 

 

現
在
長
町
排
水
樋
管
に
配
備
し
て
い
る

ポ
ン
プ
４
台
の
能
力
は
毎
分
18
ト
ン
で

す
。
市
は
排
水
能
力
拡
充
の
た
め
、「
購
入

す
る
ポ
ン
プ
車
の
排
水
能
力
は
毎
分
30
ト

ン
と
し
、
現
状
の
１
・
６
倍
の
能
力
を
持

つ
」
と
説
明
し
、
予
算
は
議
決
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
予
算
通
り
の
契
約

金
額
で
は
、
ポ
ン
プ
車
の
排
水
能
力
は
、
15

ト
ン
に
半
減
。
予
算
計
上
時
点
で
の
調
査

を
怠
っ
た
結
果
で
あ
る
こ
と
や
、
旧
来
の

も
の
の
一
部
も
合
わ
せ
て
使
い
対
応
す
る

な
ど
、
日
本
共
産
党
議
員
の
質
疑
に
無
責

任
な
答
弁
。
こ
れ
ら
の
原
因
と
責
任
に
つ

い
て
質
し
、「
契
約
の
や
り
直
し
」
を
求
め

た
党
議
員
に
対
し
、
市
長
は
「
小
さ
な
瑕

疵
。
予
算
に
反
対
し
て
い
て
、
い
ま
さ
ら

い
か
が
な
も
の
か
」
な
ど
暴
言
。
反
省
す

る
ど
こ
ろ
か
開
き
直
り
、
議
案
原
案
を
押

し
と
お
し
ま
し
た
。
議
会
は
共
産
党
以
外

の
賛
成
で
議
決
し
ま
し
た
。 

  
 

取
手
市
の
責
任
・
自
覚 

防
災
の
日
に
発
行
さ
れ
た
「
広
報
と
り

で
」
に
「
災
害
に
備
え
る
・
自
助
・
共
助

を
強
め
よ
う
」
の
大
見
出
し
。
市
民
に
「
自

助
・
共
助
」
を
求
め
る
記
事
が
掲
載
さ
れ

ま
し
た
。
介
護
分
野
で
も
地
域
包
括
セ
ン

タ
ー
の
懇
談
会
で
同
じ
よ
う
に
「
自
助
・

共
助
」
な
ど
と
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
「
自

己
責
任
・
住
民
の
互
助
」
を
求
め
る
声
が

上
が
っ
て
い
ま
す
。 

常
総
災
害
か
ら
１
年
、
今
な
お
災
害
の

爪
痕
が
大
き
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
台
風

10
号
の
災
害
を
見
れ
ば
「
自
助
・
共
助
」

で
住
民
の
生
命
と
財
産
は
守
れ
な
い
こ

と
は
明
ら
か
で
す
。 

「
ま
ず
一
番
に
公
助
」
と
い
う
自
覚
を

持
つ
取
手
市
で
あ
り
た
い
も
の
で
す
。 
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JR 企画部リーダーに要請書を手渡す左から上野県議、

紙智子参院議員、党市議団 

高すぎる国保税なぜ？       シリーズ その２ 

 「皆保険」とする日本で、その基本とな

るのが国民健康保険＝国保です。国保法は

国の責任で国民に医療を保障する社会保

障との位置づけを明確にし、「国は健全な

運営に努めなければならない」としていま

す。ところで国保は他の医療保険と違い事

業主負担がありません。基本的には国の拠

出金と加入者（世帯主の）保険税で運営し

ています。ですから国の負担分の引き下げ

はその分、世帯主負担としてはね返りま

す。発足後の１９６６年、国民の運動で国

庫負担が４５％へと引き上げられました。 

ところが１９８０年代以降国は大型公

共事業を優先し社会保障の切り捨てを進

め、国庫負担を削減。今や２０％台となっ

ています。それにより全国各地で国保税の

値上げが相次ぎ取手でも毎年のように値

上げです。一方国は滞納者への制裁措置

（保険証取り上げ資格証明書・短期保険

証）を市町村に押し付けています。取手で

は２０１５年度末で、全加入世帯１９,６

１1 世帯中 資格証明書 ２６１世帯、短

期保険書 １,０５５世帯です。 

国に物を言い、国保税の引き下げを 

抜本的な解決は国の負担の引き上げで

す。ところが取手市は国言いなりに保険税

を年々値上げし、あげくに、２０１５年度

決算では９億円もの黒字にもなっていま

す。 

市民の暮らしを守る自治体として、市は

国にしっかり物を言い高すぎる保険税の

引き下げこそ図るべきです。 

８月 29 日、ＪＲ本社で

紙智子参議院議員と上野

たかし県議、市議団そろっ

て交渉しました。「取手駅

東口構内のバリアフリー

化の早期整備」に向けて交

渉。ＪＲは「自治体の協力

を得たい」として、バリア

フリー化を進める方向で

市と協議中と回答。昨年、

市がＪＲへ調査設計費１，

０８０万円を出して委託

調査をした結果内容を求

めましたが、JR は「市の

許可を得ずに公表は出来

ない」と、詳細説明を回避

しました。「お金と時間を

かければいくらでもでき

るが、そう簡単にはいかな

い」という発言もありまし

た。紙議員は「市民の待ち

望む安全性・利便性の高い

バリアフリー化の早期実

現に向けて、公共交通の役

割を果たすべき」とただ

し、求めました。 

市
が
20
億
円
余
の
建
設
費
（
地
代
は
別
）
を
か

け
た
「
プ
ラ
ザ
」
。
年
間
１
億
３
千
１
７
０
万
円
（
４

年
半
で
５
億
９
千
５
百
万
円
）
の
管
理
料
を
、「
と

り
で
健
幸
づ
く
り
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
」（
シ
ダ
ッ
ク
ス

大
新
東
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス
㏍
と
、
コ
ナ
ミ
ス

ポ
ー
ツ
＆
ラ
イ
フ
で
構
成
）
に
市
が
支
払
い
、
保

健
セ
ン
タ
ー
関
係
施
設
を
除
く
施
設
を
運
営
し
て

い
ま
す
。 

 

利
用
団
体
の
５
割
超
が
取
手
市
役
所  

「
ウ
ェ
ル
ネ
ス
プ
ラ
ザ
」
の
昨
年
10
月
～
今
年

市
民
多
数
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
建
設
さ
れ
た
ウ
ェ
ル
ネ
ス
プ
ラ
ザ
が
オ
ー
プ

ン
し
て
約
１
年
。 

利
用
者
か
ら
は
、「
駐
車
場
・
会
場
利
用
料
が
高
い
」「
お
湯
を
沸
か
す
に
も
料
金

が
取
ら
れ
る
」
「
ホ
ー
ル
が
使
い
づ
ら
く
音
響
も
悪
い
」
等
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。「
プ
ラ
ザ
建
設
や
め
よ
」（
パ
ブ
コ
メ
８
割
反
対
）
の
市
民
多
数
の
声
と
と
も

に
、
建
設
前
か
ら
共
産
党
も
議
会
で
取
り
上
げ
て
き
た
も
の
で
す
。 

７
月
の
団
体
利
用
（
保
健
セ
ン
タ
ー
関
係
施
設
を

除
く
）
は
、
全
体
で
１
２
６
８
件
。
う
ち
（
59
％
）

が
市
の
利
用
。
多
目
的
ホ
ー
ル
の
市
利
用
は
、

（
54
％
）
そ
れ
に
く
ら
べ
市
民
団
体
の
利
用
は
全

体
の
38
％
。
市
民
に
と
っ
て
、
高
い
利
用
料
と
使

い
づ
ら
さ
を
反
映
し
て
の
結
果
に
な
り
ま
し
た
。 

尚
、
取
手
市
の
利
用
料
金
は
、
市
が
指
定
管
理

者
に
支
払
う
管
理
料
（
年
間
１
億
３
千
万
円
）
に

含
ま
れ
て
い
ま
す
。 

取手市 公的事業 市民団体 自主事業 合　計

多目的ホール 97　 0　 77　 7　 181件

その他 652　 2　 406　 27　 1,087件

合　計 749　 2　 483　 34　 1,268件

ウェルネスプラザ利用状況調（H27年10月～H28年7月）「9月2日取手市資料」

・・・地方自治法に定める公の施設（ウェルネスプラザ）の設置目的・・・ 
第２４４条（公の施設）普通地方公共団体は、住民の福祉を増進する目的を
もってその利用に供する施設（これを公の施設という）を設けるものとする 


